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観測部月報
? Monthly　Report，　Observing　Section，　O．A．A．
　　　　　　　　　＊
東亜天文協禽
☆掩蔽誤OCCULTATIONTS
　前盛の績きで，1942年十一月23日のアルデバラン星の掩蔽の槻測報告を禍げ
る，Observations　of　Occultations　of　Aldebaran　on　November　23，1942，　reported．
（Continued）
　　　地　　　名　　　潜　　入
　　　（Locality）　　　　（lmm．）
　　　　　　　　　　　　な　　エエエ　さ
　g。熊本市（1くumamoto）22：03：56
　trt．1藤岡市（Hukuoka）　　22＝01：58？
　j．　ゴ（阪〒旨（Osaka）　　　　　22：15：26
　k．吉　永（Yosinaga）　22：24＝59’
　L東京市（Tokyo）　　22：26：50．2
観濁地の位置Sites＝
　g．熊本市本荘町608
　．h，．福岡市鍛冶町45
　j．大阪市北堀江御池3の24
　k．静岡縣志太郡吉永村吉永
　L東京市世田谷匝野澤町1の246
出　　現
（Em．）
h－
23：16．3
観測者　　　　器　　械
（Observer）　（lnstrument）
津留繁雄（Tr）　12cmL，×183
西山峰雄（M．N．）32GmR，　x64
植田耕作（KU．）　3．2cm　R，　x　90
大石辰次（Oi）　　5．5c・nR，×89
齋藤馨見（Sr）　　12．5cmL，×197
東経Long．
　　1／　一1300　24t
　　tf　一134　09
　　t／　一138　18
　　i／　一139　40
北緯Lat．
　　u　十330　35’
　　t／　＋34　40
　　i，　＋34　47
　　ノ／　　＋35　38
　注意：掩蔽の襯測は比較的やり易V・ものであるが，しかし最も大切なのは標
準とすべき時計の取り扱O，である．毎日のラヂオ報時に時計を合はすことが必
要であるが，針を徒らに動かさないで，其の進み遅れのみを記帳しておく事．
叉、蒔計を持ち歩かないで，卒素一定の場所に置き，濫度や漁度の弱化を成る
べく趣けること．叉，其の他に，ストプ・ヲチがあれば，其れで槻測して，標
準時計と合はすこと．其他，種一々工夫して正確な時刻を維持することが肝要．
☆硫星螺　METEORS（135）　　課長．小棋孝二鄭（κo諭。　Komαki，　President）
　三月も流星は少い．著しい流星群はないが，亥のものの出現が豫想される．
Marc，h　meteors　：
　　　　　期間　三論罫．縦の星　性ew
　　　　　1日～4日　　166。　＋50　　し　しX　　緩
　　　　　15日頃　　　　　　　250　　　　＋54　　　　　　’り　よ　う　　［・　　　　．速
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　　　　　18日頃　　　　316
　　　　　下　旬　　　　161
× ×
十　78
＋Ji　7
?
セフエβ
おほくまβ
× ×
??
　昨年（1942年）前信の観測を掲載する．一月の四分儀座流星群の観測結・果は
課報（123）に，四月の琴座流星群の結果は課報G26）に一部載せてみる．参照
を乞ふ．Reports　of　Meteors　observed　on　Jan・～June，1942：
　観測者，．槻測地三略符は次の如し．
観’@測　　者
　Observer　’
前橋榮太郎EMaehasi
三宅　　彰A．M［iyake
石橋　正T．lsibasi．
田中　雅男M．Tanaka
松浦　千秋T．Matuura
寺尾　正三S．Terao
．幅永　嘉彦T．Hukunaga
目印Abbr．
Me
A．　M．
　Ib
M．T．
T．　M．
S．　T．
Fn
観　　測　　地
　Locality
大阪市Osaka
東京市Tokyo
　ゲ　　　　〃
鎌倉市Kamakura
大阪市Osaka
大阪市外矢田Osaka
徳島市Tokusima
経　　度
しongitude
E1350　32／
　139　39
　139　50
　139　33
　135　31－
　135　32
　134　42’
緯　　度
しati，tude
N34。37／
　35　42
　35　44．5
　35　19
　34　38
　34　36
　34　4
観測の概略　1）aily　Summary　of　Observat量ons．．
月日
1942年
Da．te．
Jan．
4t－5
11Av　123N4
・　5N6
3A・44Ns
April．
10”一11
11tv12
17’一18
22　’v23
24N25
7N8　1
8t－9　1
25N26i21N221
　　　1
観測者
Obs．??
??
　（四TM??
??
??
S．T．
Me
???
Fn
開　始
Begins可燃鶴嚇向 Meteors，一言己録　　早タノレノReUd　l　t　Seen　　mu　備考F　IRe－　marks
月）h　m
3　OO
21　OO
3　40
18　IO
2　40
2　50
月）
3　30
0　15
0　20
22　30
0　30
0　oo
o　oo
g．　so
　1　OO
h・
3
22
6－
20　OO
6　OO4
?????????
??????????
??????????．?????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????????
。???????????。?????????????????????????? ?
?????????????????????????????ーー???．?．??．???????????????????????????????????????????????????????
備考Remarks：時刻は日本中央標準時Time　in　J．C．　S，　T．
　　　　　　　Q；四分儀座流星群Quadrantid，　Ly；．琴座流星群Lyrid：
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☆太陽躁SUN
太陽黒黙羅勤敏報告（1942年十二月）Sun－spot　Relative　Nos．，　December，1942．
測
???
（???）
??????????????????
???（???）?? （ ? ）???? （???）??? ????（ ）????? （ ）?? （ ?）
za　ihss　1　122　42　100　32　45　75　32　55　102
nt．as　l　48　64　65　50　53　60　50　64　75
方法IPPDDDDDDD???
????? ?
???
17
18
19．
20
21
22
23
24
雨雫．．．
””Q’6”
27
28
29
30
31
??????????? ? 77　60　C
69　61　66
　c　c　C　C　38　C…???…???…???…?…?? ????? 　li””（iH一一15　11　C
　25　C　27　C32　25　28
32?．
???????
．???．???
32??????????… ?
????…??????? ??????
　　M　　37　　C　　C　　鍍＿
　　”吾5
　　11　　C　　C　　12
’”月’『…’ ･門’
　　13　　C　　c　　C
　　17　　C　　c　　14　　c　　C
日数　 3　311410Days 6　8　1e
MZI’HDi’R’．1　43　19　26　6　2242　32　27
邉加報皆
金田伊三吉氏　十　月　16ケ日
　　〃　　　十一月　12ケ
植田　耕作氏　十一月　16〃
笠井　泰雄氏　十一月　12〃
　大石幹事が鷹召されたので，
取り敢へす此の報告は田上天文
毫で作製した．どうも毎月の観
測報告を回れる人が多い．かう
いふ報告は，遅れては何もなら
なV・場合も多V・ので，是非翌月
5日までに（ii菱濁などの外地は
止むを得ないが）立って：貰ひ・た
V・．當分のうち，報告は凡て田
上天文毫（滋賀縣栗太郡上田上
村）あてのこと．いよ山々太陽
黒黙も第30期が絡りを告げると
共に，早くも第31期の先騙らし
いものが高緯度から現はれたや
うに思はれる．津留氏から電報
もあった．重要な時期であるか
ら，課員諸氏は成るだけ欲測を
少くして，大に奮勧して貰ぴた
Vs．
注意N．B．：P＝投影Projection；
　D＝直：硯Direct　vision；C＝＝曇
　Cloud；R口雨Rain；S＝雪Snow；
　M＝敏測Missed。
